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区分 
博物館法施行規則によって 

定められている科目等 
単位 本学における科目 単位 

配当 

年次 

必要 

単位数 

必
修
科
目 

生 涯 学 習 概 論 2 生涯学習概論 2 1    

1 0 科目 

2 2 単位 

必 修 

博 物 館 概 論 2 博物館概論 2  2   

博 物 館 経 営 論 2 博物館経営論 2   3 4 

博 物 館 資 料 論 2 博物館資料論 2   3 4 

博 物 館 資 料 保 存 論 2 博物館資料保存論 2   3 4 

博 物 館 展 示 論 2 博物館展示論 2  2 3 4 

博 物 館 教 育 論 2 博物館教育論 2  2 3 4 

博物館情報・メディア論  2 
博物館情報学 2   3 4 

マルチメディア論 2  2   

博 物 館 実 習 3 博物館実習 4    4 

選 

択 

科 

目 

Ⅰ 

群 
資料・情報管理系科目 

アーカイブズ学 2   3 4 

2 科 目 

4 単 位 

以 上 

選 択 

映像メディア論 2   3 4 

音響メディア論 2   3 4 

データベース設計論 2   3 4 

ネットワーク構築論 2   3 4 

デジタル・アーカイブズ論 2   3 4 

Ⅱ
群 人文・自然科学系科目 

歴史資料論 2   3 4 

4 単 位 

以 上 

選 択 

都市と文化施設 2  2   

文化人類学Ⅰ 2 1 2   

文化人類学Ⅱ 2 1 2   

歴史学Ⅰ 2 1 2   

歴史学Ⅱ 2 1 2   

環境生物学Ⅰ 2 1 2   

環境生物学Ⅱ 2 1 2   

生命の科学Ⅰ 2 1 2   

生命の科学Ⅱ 2 1 2   

現代自然科学Ⅰ 2 1 2   

現代自然科学Ⅱ 2 1 2   

地球科学 2 1 2   

法史学Ⅰ 2  2 3  

経済史Ⅰ 2 1    

経済史Ⅱ 2 1    

日本文化論Ⅰ 2  2   

メディア社会学 2  2 3  
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写真 1 「かわはく」での実習生の福田さん 



博物館実習を終わって 一課題レポートから一

く総合博物館での実習〉

埼玉県立川の博物館
法学部法律学科 4年福田元輝

私は、埼玉県寄居町にある埼玉県立川の博物館にて 7月29日から 8月7日まで、教員実習が重

なった 8月2日を除く、 9日間に渡って実習させて頂いた。川の博物館では、親子、小学生を対象

に、楽しみながら学べる体験型博物館をモットーに、川に関する考古、歴史、民俗資料などこれら

に関する資料の収集、保存、調査研究や文化財の保護、依頼された学校などに教育普及活動を行っ

ている。特別展では標本や剥製など自然資料も取り扱っている。

実習初日は、事前に打ち合わせで8月1日(月)の川の日イベントで行う「利き水JI水に関す

る実験」を考えてくるという課題が出ていたため、それぞれ実習生でプレゼンをし、当日実際に行

う企画を決めた。利き水では、軟水、硬水、超硬水を常温で飲み比べてもらう事に決まった。常温

なのはー香水の味が分かりやすいという理由から決まった。水に関する実験では「ハミガキ粉で進

む船」に決まった。手作りの船や浮かぶ物の一部に歯磨き粉を付けることで表面張力が不安定にな

り前に進むというもの。自分で作ることが出来、持ち帰れ、思い出にもなるとの理由で決まった。

企画書を作成し、必要なものをリストアップ、試作で船を作成、実際に浮かべ、進ませることが出

来た。その後実際に使う看板、パネルを作成。用意してあった用紙をタッカーで打ち付けることで

看板を作成。同じく用意してあった用紙を真ん中から空気の入らないように丁寧に張り付けた。

二日目の実習では、学芸員の仕事、教育普及事業についてスライドを使い座学で学んだ。川の博

物館での教育普及事業では学校対応があり、来館での対応、出張授業をする。学校の依頼は極力答

える。しかし、「なんで、もいい」の依頼は断っている。勝手に企画し行ってしまうと子供たちがなぜ

その授業をしているのか分からなくなってしまう。目的を持った上で必ず依頼者と打ち合わせをし、

学校訪問、学校の立地を踏まえてプログラムを作成、教材を提供、の手順を追って出張授業を行う。

文科系の企画展を行うときは事前にアポを取り、取材に向かわせていただく。展示の際には誰にで

も見ることが出来るようにするのか、実際のように忠実に再現するのかよく考えるべき。 2日目の

最後には水災害で使われていた「避難舟」の寄贈品を清掃し実際に船として使えるか試した。しか

し、船には隙聞が多く、水が入り浮かばせることが出来なかった。洗い残しも多く、これからも補

修作業をすると聞いて地道な作業も学芸員の仕事なのだと知った。

三日目は 1日使って川の日イベントで行う「利き水」と「ハミガキ粉で進む船」の準備をした。

事前に教えて頂いた事を生かしパネル、看板のデザイン、作成をした。利き水の看板では来館者が

気に入った水にシールを張ってもらうアンケート、飲んでもらい答えを確認してもらう為にめくっ

て答えが見えるように工夫した。準備が1時間以上遅れてしまったため予行演習を行えなかった。

この作業を学芸員が一人で行うのは大変な事だと思った。

つ山1i
 



四日目、 JIIの口イベント当日。予行が行えず変更点がいくつかあったがイベントは成功で終了を

迎えることが出来た。イベントでは約300人が私たちの企闘参加してもらえることが出来た。 1何事

水は味の濃い、アンケ』トの説明もできた。来館者の硬水を飲んだ時の反応を見るのが楽しかった。

歯みがき粉で進む船では表阪張カの説明が難しく、事前に分かりやすい説明を考えておくべきだっ

た。来館者の年齢層、性格などに合わせて説明を変えることもあ号、臨機応変に対応するのも大変

だった。イベントを行い、学芸員が企i瞬、準備、実行することの大変さを実感することが出来た。

実習五日目は以前清掃した避難舟の修復作業ともう A集の避難舟(;却を清掃し他の学芸員のカ

を借呼て浮かべる実験をした。補修作業では収蔵できるものではないとされ、イベントで活用する

ため、以前浮かべて見つけた際関を塞ぐ作業をした。むやみやたらに補修するのではなく必要最低

限の補修をし、資料を残すことが大事だと教わった。

六日時から八日闘にかけて三日閥、間に集中が途切れないよう他の実習作業を交えながら綱匁作

業を恥むとした実習を行わせて頂いた。六日持の初めに収蔵庫の清掃を手伝わせて頂いた。初めて

収蔵庫に入車重要な資料を前に緊張した。虫が侵入していなし、かを確認し、書物の整理、隅のホコ

リ等を処分。自分のできる範凶、学芸員の指示に従い昇華々までやるよう心掛けた。その後収蔵庫の

資料の機気に入i事前の練習として100円のJlllで調書作成を行った。 1∞円のJlllと考えてしまい、片手

で持つ、ひっくり返して置いて観察するなどやってはならないことをしてしまった。置く場所を決

め、持っときは両手、裏聞を観察するときは少ない関数極力 1限で済ませることが必要。資料の破

損に聖書がる行為は絶対に避けなければならないc この反省点を踏まえ次は収蔵庫の「穂利Jfはにわ」

「浮世絵jの調書作成を行った。この中で「はにわjは欠損資料といい、元々欠けている部分があり、

ぞれについても調替に記入しなければならないc 浮世絵は息や唾をかけないために口金塞いで見る。

絵では欠けている部分や余白のズレなどを細かく書く。七日、八日目は綱包の練習と実際に収蔵庫

の資料「徳ぷむを梱包した。線包練習では調書と同様に凪で練習をした。梱包に必裂なもの、動か

ないよう網匁すること、紐のほどき易さ、資料を傷つけないためになるべくカを俊わないなど、実

践で必要な事を教わった。機包は傷つけるワスタを軽減するためであって、ワスタを作ることがあ

ってはならない。最後に収蔵庫の資料の徳利を機包した。資料保存に沿った;本来の五五で{立てて)棋

包する方法と考古学的に安定した貫主{倒した状態)で湘包を行った。緊張し慎重になるあまりに試行

錯誤してしまった。網f誌の方法を決めてから作業することで触れる問教を軽減することでリスクを

軽減することが出来る。資料は一つ一つ特後がありその特徴を捉えて栴包しなければならないと学

んだ。経験が必要な仕事であり他の博物館との信頼関係にも繋がることで大変重要な仕事なのだと

肌で感じることが出来た。

実習最終日、今まで実習の集大成として来館者の前で「流水実験Jを笑減した。流水実験はJII、

水の流れを知るための笑験c この実験1:f浸食Jf運搬Jf体積」の3つの働きと「扇状地Jの合計4

つのキーワードを覚えて帰ってもらえる様説明することをテーマにした。水が思うように流れない、

年齢層、性格などで臨機応変に対応する必要があり、手供に説明するときには3つの働きを「削る」

「運ぶJf績もるJなどの言葉に変え、扇状地には扇子を実際に用意し見せることで来館者に理解して

いただくことが出来た。質問にも答えることがT器、水を流してみたいなど、 JIIの博物館の教育普
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及の理念に習い、要望に応え実験に直に触れさせてあげることもした。ありがとう、分かりやすか

ったと感想をいただけたことが何より嬉しかった。真夏の日照りの中大変だ、ったが成功し、やって

良かったと心から思うことが出来た。

実習を終え、学芸員の仕事がいかに大変か身をもって体験し学ぶことができた。九日間と短い期

間だったが大変多くの経験をさせて頂いた。それでもほんのごく一部に満たないと言われ、幅広い

知識と技術、積み重ねが必要であると思い知らされた。今後この経験を活かせるよう努力しようと

思う。忙しい中、川の博物館の方々には九日間、貴重な体験をさせて頂きました。大変お世話にな

りました。ありがとうございました。

J 

J 
利
き
水
一
体
験

写真2 川の日イベントで作成し、使用した看板 写真3 流水実験の様子

入間市博物館
メディア情報学部メディア情報学科 4年 甲田菜摘美

私は 7月22日から 8月6日までの、休館日と実習休日を除いた 12日間、入間市博物館で実習

をさせていただ、いた。入間市博物館は ALITの愛称を持つ、地域との関わりが深い博物館である。

AはArt.Archivesで美術館的機能・文書館的機能を、 LはLibraryで地域やお茶に関するライブ

ラリー機能を、 IはInformationで地域の情報センターを目指していることを、 TはTeaでお茶に

関する調査研究・情報提供を行っていくことを表している。館内にも正面の広場にも子供たちが多

く集まっており、地域住民の憩いの場として定着しているようだ。周囲にレジャー施設がないこと

も、子供たちがこぞってここを遊び場にしている理由ではないかと職員の方は仰っていた。

7月22日は館長講話、オリエンテーションと、翌日のサイエンスパー補助に向けたボランテイ

アの方との打ち合わせ、展示見学等があった。館長からは博物館の位置づけについてと、実習最終

固までの課題についての話があった。温湿度計についての説明やお茶くみ当番の分担についての話

もあった。収蔵庫によっては、薄暗くて温湿度計の目盛が見えにくいところもあり、とても困った

ので、実習中は色々な方法で目盛を読めるようになろうと努めた。

23日は博物館資料について、博物館の概要の話を職員の方にしていただいた。午後にはサイエ

ンスパーにて、やじろべえの作り方を子供たちに説明した。工作が得意な子と苦手な子がいる中で、
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ちょうどいいベースを見付けるのが襲撃しかった。 ゐ人だけ、どうしても上手く作れずぷしそうに帰

って行った子がいて、とても賞任を感じた。

24日の午前中は、旧黒須銀行にて保管資料慈悲をした。資料は銀行としての業務終了時の状態

のまま段ボ』ルに詰めて建物内に積まれていた。ぞれ昔、資料の名前や、冊子体になっているかい

ないかなど、大まかな基準で分類した。珍しいもの、当時の文化を知れそうなものについては、そ

の都度草翼民の方が解説してくださ札興味深く思、いながら作業を進めた。折れ曲がった書署員や闘い

たままの冊子体が多々見受けられ、丁寧に扱わなければ被けてしまいそうだった。午後は館の敷地

内にある茶畑での卒むし草作業を行った。翌日の茶摘みに備えての作業だった。除去したのはヤブ

ガラシで、つるの根が茶の木の根元付近にあ号、根こそぎ取るのは大変だった。実習生同士、協力

して>----つのつるを引き抜く揚言語もあった。博物館での仕事が、-----人で黙々 と行うものではないのが

この日だけでもよく分かつた。

27日-30日はこどもお茶大学(夏休み限定の親子で参加できるお茶に隠する体験イベント)の

準備・運営併ゐ付けを行った。 27日午前中には、紅茶畑の茶摘みをし、午後には遊びの広場(廃討

を利対した遊び道共を体験できる)の遊ぴ道共の準備を手伝い、その後こどもお茶大学に備えて椅

子選ぴ等をした。

28日はこどもお茶大学運営日で、緑茶班と紅茶班に分かれてお茶づく与を行った。サイエンス

パ}での反省を活かし、子供 a人島町人の様子に気を配った。茶摘みの際はトイレに行きたいという

子を誘導し、お茶づくりの際には、私が担当した紅茶班は屋根の下とはいえ屋外で熱中症が心配だっ

たため、水分檎給を促すようにした。お茶づくりの段取唱もよく分からない中で大変ではあったが、

今岡は子供たちもその保護者もみな楽しそうな顛で滞って行ったので、とても充足惑があった。

2昔日は茶室での実習だった。午前中は茶室の畳拭き、ぞれから翌日に茶室で行われるこどもお

茶大学の打ち合わせの見学、午後には茶共の取り数いについて学iませて頂いたc 打ち合わせば非常

に慌ただしく、見ているだけでも緊張した。茶具については、特に掛け軸の扱いを詳しく教えて頂

いた。一人一人に丁寧に、分からないところを様気強く教えて頂けてとても有難かった。資料に必

要以上に触れないように扱うのが非常に難しかった。

30日午前中は、茶室で行われるこどもお茶大学のお客様の誘導、説明が実習内容だった。彩、は

小関のにじり口の説明をする係だったが、誘導係との連絡が上手くいかず、お客様を班別けしてい

る名札の確認も疎かで、お客様に迷惑をかけてしまうことが多かった。説明の内容はよくよく誠に

入れてあったのだが、上手く活かせていなかったと思う。お茶の先生につられて私も焦ってしまっ

たが、職員の方が助けてくださり何とかお客様全員を誘導できた。急かすような雰間気に流きれず

に自分の役割をまっとうできるだけの冷静菩が足りなかった。午後には遊びの広場の補助をした。

このときは特に積極的に子供とコミュニケーションをとる事が出来た。安全を確認しながら、子供

に遊び方を教えたり、一緒に遊んだりした。全力で向き合うと子供の方からコミュニケーションを

望んでくれることが分かつた。

31日午前は、レコードと蓄音機について、館の資料管理システムについて、板番専と拓本につい

ての説明脅していただいたc 蓄音機からの晋を実際に聞きながらその仕組みを教えて頂けたのは蟻

-15-



場j惑があり、板碑についての解説では、学芸員の知識の深きがいかに人を蕊き付けるかということ

を身をもって体験した。知識も興味も皆無の状電車の相手昔話に引き込み、貿間にもすらすら答える

姿に感動を覚えた。午後には拓本実習をした。初めに手本を見せてl頃き、その後で実習生会員で一

斉に取り掛かった。私は和紙を 1か所毛羽立たせてしまったが、他は問題ないとの評価をいただい

た。恐らく濡らした和紙を絞碑に密着させようとしている時に擦ってしまったのだと恩う。やは号

少し焦りがあったのかも知れない。肝心なところで冷静きが足唱ないのは反省すべき点だと患ったロ

畠JJ3日は西洋館での清掃f乍楽を行った。午前に西洋館見学、綴拭語、ワッタスがけをし、午後

にはワックスがけの続きをした。当時からの和紙や絡でできた壁紙が残っている部屋が二部屋だけ

だったのが非常に残念だった。所々朽ちているところもあり、早く補修をしないと更に傷みが醗く

な申そうで不安だった。諸々の修婚が済んだら一般に貸し出せるようにしたいとのことで、そうな

ればこの態築物をフルに活かすことができるなと思った。

8}'14日は一般収蔵庫と文書収蔵庫の清掃が実習内容だった。汚れ・害虫の除去、資料の状犠確

認・点検を行った。作業前には、イガ、シパムシ、カツオプシムシによる食舎についての説明をし

ていただいた。棚の高いところから換をj膜々に払い落とし、捌を水拭きし、最後に床を拭き掃除し

た。ぱっと見た時の印象よりも多くの挨が集まり驚いた。定期的な清掃が行われないと、すぐに害

がI主じてしまいそうだと思った。

皐月 5日午前i土、仮保存E撃の清掃、午後は民俗資料整理を行った。清掃の手順は前日とほぼ同じ

で、違うのは床を掃除する時に告書らして千切った新聞紙を搬いたことくらいだった。半分外のよう

なものなので、土挨がひどかった。穣まれたケ』スに付けられていた紙製のラベルは日で焼けてパ

リパワになっていた。ラベルを崩きないようにはたきをかけるのが難しかった。民俗資料整理は、

寄贈されたレコードの情報をデジタルカメラで撮影して記録するという、二人一組での作業だった。

明るさや光の反射に気を付けながら、掠れた:文字をくっきり映すために角度等工夫を凝らしながら

撮影した。

8}'168lf二前i土、イベントに使う資料のカットや整理、遊びの広場の補助をした。アンケ}ト回

収ボックスを作った号イベント用の資料をカットした与して、関の時間に遊びの広場の様子を見に

行くというかたちだった。午後は博学連携事業についてのお話(館の取型組み)を聴器、その後反

省会をした。反省会では実習の感想と、初回に出されていた課題の提出、またその提出内容を元に

館長と実轡主主とで博物館の今後の課題についての話をした。

今回の実習では、私が想像していたのよ唱もずっと幅広い仕事を体験苦せて頂いた。博物館での

仕事がこんなにも体力勝負で、そしてチ』ムワ』タが必要なものだとは患いもしなかった。来館者

だけではなし一緒に仕事をする仲間とのコミュニケーションの大切さを知る事もできた。焦った

持ほど注意深く周囲の様子に気を配らなければ、円滑な業務は果たせないのだということも身をも

って経験した。これらのことは、どんな仕事にも活かせる経験なので、どうにか自分のものにして

いきたい。

仕事の邪魔をしに行くような気持ちで不安だったが、実習生のことを頼りにしているというよう

な言葉もいただけで、よ相緊張感を持って実習に取雪組むことができた。夏休みの出だし頃という
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特別忙しい時期にも関わらず、いつでも丁寧に根気強く指導をしてくださった職員の方々には、心

から感謝している。とても充実した 12日間だ、った。

写真4 拓本実習の様子 写真5 サイエンスパーでの打ち合わせの様子

飯能市郷土館

く郷土博物館での実習〉

メディア情報学部メディア情報学科 4年 内藤大数

飯能市郷土館にて、 7月26日から8月9日まで、休館日の8月1日と8月8日を除いた13日間実習を行

った。飯能市郷土館は、飯能市の歴史、文化について展示を行っている博物館である。

博物館実習の内容は大きく分けると、飯能市郷土館の現状の説明、イベント 「竹の水鉄砲で遊ぼ

うJ、「夏休み子ども歴史教室」の準備・運営、古文書の整理だ、った。

飯能市郷土館の現状では、飯能市郷土館を例として地方博物館全体の現状を勉強した。地方の博

物館は使用できる予算や人員が少ないため、指定管理者制度を取り入れていたり、非常勤学芸員を

雇っていたりしている。飯能市郷土館は、指定管理ではない。市民学芸員という、市民の方々に学

芸員の補助をしてもらうボランティアを取り入れている。しかし学芸員には、資料の収集、研究、

保存の他に、イベント・企画展等の企画・運営、私たち博物館実習生等の受け入れ、 学校への出張

授業など、多くの仕事があり、ボランテイアに仕事を手伝って頂いていたとしても、とても手が回

らないとこがある。このような厳しい環境の中でも、飯能市郷土館はレファレンスサービスを行っ

たり、子供たちに飯能市の良いところを知ってもらったりして飯能市への郷土愛を高めてもらう活

動を行っている。そうすることで、博物館の存在価値を高め、財源の厳しい地方都市での博物館の

存続に勤めているのである。

イベント「竹の水鉄砲で遊ぼう」では、幼児、小学生を対象として、竹のおもちゃ(水鉄砲、竹

馬、竹崎蛤等)で遊んだり、竹の水鉄砲を実際に作ってみる体験等を行うイベントである。2日間

イベントの準備をした後に、その後2日間にわたりイベントが行われた。イベント当日は、竹の水

鉄砲の制作の手伝いを行った。今まで子どもと接する機会が少なかった私は、どういう教え方なら

分かりやすく伝わるかが分からなく、苦労していたが、毎年行っている市民学芸員さんたちは慣れ

ていたため、子供への説明の仕方、扱い方等について教えて下さり、とても良い勉強になった。

円
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イベント「郷土かるたのたび」は、 2日間続けての短期教室で、小学生1年生から6年生まで25人

が参加した。イベントの内容は「飯能市郷土かるた」というカルタを使いゲームを行なう。その後、

その「郷土カルタ」の絵札の場所に実際に行き、その絵札と同じように見える地点から写真を撮る。

その後、郷土館にて、行ってきた絵札の場所の写真をもとに絵札を書く。最後に、自分たちの絵札

の入ったかるたで大会を行う。このイベントを通じて、「飯能市郷土かるた」を楽しんでもらうとと

もに、子供たちに飯能市の良いところを知ってもらうことが目的である。あけぼのの森公園にて、

かるたの場所を確認した時に、小学三年生の男の子の体調が悪くなってしまった。水を飲ませて、

管理室のエアコンの効いた部屋で寝かせた。寝かせた後はすっかり元気になって、午後からのイベ

ントにはしっかりと参加していた。私は、熱中症等になった時の手当の経験がな く、戸惑ってしまっ

たが、学芸員の方や、あけぼのの森公園の管理者の方と学芸員が一緒に看護してくださったため、助

かった。イベントを行うときは、こういった事態にも対処していかないといけないのだなと考えた。

古文書のドキュメンテーションは、シールが貼つであるか、汚れがあるか、表に何と書いてある

か等を紙に書いて、中性子封筒の中に入れる作業を行った。江戸時代から明治時代の古文書をドキ

ュメンテーションした時には、文字が昔の行書体で書かれていたために、最初は学芸員の方に聞き

ながら整理を行っていたが、やっていくうちに文字のパターンがわかるようになり、少しではある

が読めるようになり、経験を積むことが大切なことを学んだ。

最後に今回の実習を通して、学芸員の仕事、心構え等について深く学ぶことができた。実習生を

受け入れてくださった飯能市郷土館の職員の方々に感謝を申し述べる。

写真 6 竹の水鉄砲の的作りの様子 写真7 歴史教室にて武蔵野炭鉱へ訪れた時の様子

飯能市郷土館
メディア情報学部メディア情報学科 4年 増沢みのり

私は、埼玉県飯能市にある飯能市郷土館で13日間の博物館実習をさせて頂いた。飯能市郷土館は、

飯能地方の歴史を通じて郷土愛を育て、文化の振興ひいては将来の発展に寄与していくことを目的

に設立された歴史博物館である。飯能に人が住み着いた時代から現在までの歴史を分かり易く展示
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しており、地域のことは郷土豊富に聞けば何でも分かる「地域の情報センタ-Jを目指している。今

Ifflの実習では、;主に2つの小学生を対象とした教育活動の運営を経験させて頂いた。

lつ目は、「竹の水鉄砲で遊ぼう IJだ。この活動i立、 2日間行われる体験裂の学習会であ号、水鉄

砲をはじめとした竹の玩共?遊んだり実際に作った号すること?、参加者に昔の玩共による遊びの

楽しさを知ってもらうことを目的としている。飯能市の市民学芸員の方と A絡に活動した。

まず、水鉄砲の的作専を行った。ペットボトル、色削減紙、油性ベンなどを使用し、小学生に人

気のあるアニメのキャラタタ}を参考にして作成した。 Iffは普段なかなか行わないため、磁で考

えている物音形にするのに苦労した。センスや手先の器用きなども学芸員にとって時に必要なカな

のだと知った。

次に、テントを組み立てる作業を行った。学習会を行うためには、会場もlから作っていかなけ

ればならない。今回予定していた場所が屋外だったため、真夏の日羨しを避けるためにもテントを

組み立でなければいけなかった。館長から f人生でテントを立てる機会は意外と多い。特に学芸員

は多いから組み立て方を覚えおいた方がいい。」と聞き、良い経験になったと感じた。

そして、運営1日目だ。ここ数日間、天候が惑かったが当日はとても暑い日になった。そのためか、

想像を濃かに超える人数の小学生が貌から集まって来てくれた。私は始め、水鉄硲の作号方を教え

ていたc 私i立、小学生と同じ目線で教えることを目標にしていた。そのため、話す際には造基本的に

しゃがむことができたと思う。その中で、i1i.l'草学楽員の方から水鉄砲の作り方と小学生との援し方

について様々な工夫と知惑を教えていただいたc 小学生逮は好奇心旺盛で大人が予滅できない行動

を取る。小学生に教える立場だったが、私自身が小学生から学ばせてもらうことが多かった。

運営2日目。 1日目と比べ、人の流れが緩やか?、昨日学んだことを活かしながら1人1人丁寧に水

鉄砲の作り方を教えることができた。その成果として、水鉄砲を直しに戻って来ふ子が絡段に減っ

た。実際に、遊ぶ様fを滋視していた実習生に「教える側の人たちが上手くなってきているから、

水のカが強くて、ベットボトルの的がすぐに倒れてしまう。jとEまわれた。

f竹の水鉄砲で遊ぼう IJは、 1日目小学生108入、保護者51入、 2日目、小学生72入、大人犯人、

合計161人の方が訪れた。これは、この学習会を始めてから過去最高人数だ。

2つ自は、「夏休み子ども溢史教室飯能市郷土かるたの旅」だ。郷土かるたとは、「郷土を代表

するような嫌々な事象を詠み込んだ、いろはかるたの一種とされる。この歴史教室量ではJ飯能i1i郷

土かるた」を取号上げ、かるたで遊ぶことを還して地域の「宝物J者参加者に知ってもらうと共に、

絵札の場所を実見することによりそれを知識として完治させることを目的としている。またJ夏休

み中の子どもを1日おま翼か号するJというコンセプトをもとに2日間、午前習時~午後4時30分まで行

う。これは、保護者の方が仕事に行く前に送車届け、仕事が終わる時間に迎えに来られるように設

定~れている。参加は事前申し込みで、小学1年生~品年生までのお名だ。小学校と中学校の教員を

している方がl人ずつ運営側で一緒に参加することになっていた。

まず、見学する場所の下見を行った。今関見学する場所は、中山信吉基革、底蔵絹替、あけぼの子

どもの森公園、武蔵野炭鉱、茜台、吾妻峡の品つだ。子どもにとってa陵我をしそうな危険な所はな

いか、子どもたちが移動するのにどのくらいの時間がかかるのか、 トイレ休憩はどのタイミングで
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行うか、水分補給はどのタイミングで行うかなどに着目した。その中でも特に、あけぼの子どもの

森公園は危険な場所が多く、気温が高い屡外での活動になるため子どもたちの体謝への気配号に力

者入れなければいけなかった。また、子どもたちに解いてもらうために郷土鎗の方が作成したワー

クシートが少し難しいように私は感じた。そのため、子どもたちに替えさせながら答えを導き出さ

せるということを人切にしながら少し易しいヒントを出してあげようと考えた。子どもたちの学年

治匂号ラパラなため、 1つのワークシートを全員で使用することは難しい思う。

議営1日目、まず、始めに今岡のメインである飯能市郷土かるたを行った。私が想像していたよ号

もずヮと子どもたちには洞察カと理解カがあ号、上手くかるたを行うことができていた。しかし、

中には「ね」と「れj、「ゆjと「るJを開き間違えてしまう子もいた。そのようなチには、燐につ

いてフォローした。次に中山信吉慕と1お蔵絹慈の見学を行った。小学生の先生は「怒りたい場面が

たくさんあったけど耐えていた。Jとおっしゃっていた。私は、あまり気にはならなかったため流

石小学校の先生だと感じていた。しかし、博物館における教背活動は学校のものとは違い、伸び伸

びと自由に学ぶことができるものだと考えるため子どもたちの行動をある程度は優先きせるべきだ

と考える。

議営2日目、あけぼの子どもの森公園、武蔵野炭鉱、吾妻峡の見学を行った。ここでは、子ども

たちにワークシートを解いてもらい、それが正解したらスタンプを押すことになっていた。子ども

たちは始まる前から、スタンブはどうしたら押してもらえるのか、誰よりも先に押してもらいたい

と言っていた。子どもたちにとってスタンブはとても大きな存在であ号、議戒感を与えるために効

呆的なものだということが分かつた。最後に、飯能市郷土かるたをもう一度行った。見学した場所

の絵札が読まれた際に「それは絶対に取りたかった!Jと言っている子が大勢した。今回の学習会

での内容が十分に身に付いている証拠だと患いとても嬉しく感じたa

最後に、飯能市郷土館での13日聞の実習を終えて、 l番強く添うことは、学芸員には想像以上に

様々な能力が必要だということだ。想像力、表現力、観察力、体力その他たくきんの能力が挙げら

れる。学芸員の仕事は突に幅広い。私が経験したものはその中のごく一部だが、今回はそれらを身

をもって学ぶことができた。

多f亡な中、博物館実習を侠く受け入れてくださった飯能市郊上館な方々には大変お世話にな号ま

した。ど指導あ唱がとうございました。
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写真8 郷土かるたの旅の様子 写真9 竹の水鉄砲で遊ぼう!の様子

江戸川区郷土資料室
科目等履修生粛藤邦男

私が実習先に江戸川区郷土資料室を選んだ理由は、江戸川区の中心に位置し、複合施設のー画に

ある規模は小さいものの発掘資料、古文書、特に民俗資料(農具・漁具)が豊富で郷土の歴史に親し

みを覚えやすかったことと入手したパンフレットに記載された季節ごとに主催されるイベント、郷

土資料室の企画展におけるイベントに地域密着型の博物館のありょうが思い浮かんだからです。

実習期間は8月15日-20日までの6日間で、実習内容は文化財調査(江戸川区所在の富士塚の調査)、

善養寺影向のマツ定期観察、企画展「からだではかる ものではかる」関連イベントの補助、一之

江名主屋敷内で催された朗読会「夏の怪談Jにスタッフとして参加、収蔵室での民具のクリーニン

グ作業、史跡ウオーク実踏を兼ねた文化財見学などである。

実習は雨と猛暑との闘いとなる。

初日は、実習日程などのオリエンテーションを受けた後、江戸川区内の富士塚の解説及び富士講

のビデオ鑑賞し、拓本採取の手順の説明を受けて実物の鋼鏡を使用して拓本を採取する。

二日目は、善養寺境内に生育する固の天然記念物である「影向のマッ」の定期観察に同行する。影

向のマツは、幹周4.85m、樹高7m、樹齢600年(推定)、枝の長さは東西30m、南北28mの黒松の巨

木で近年水質の変化等により樹勢が衰えその保存を目的とする水質検査及び樹勢の定点観測を定期

的に行っているものである。

午後からはこの実習のメインである富士塚調査に向かう。初めに訪問したのは豊田神杜所在の下

鎌田の富士塚である。下鎌田の富士塚は、下鎌田割菱八行講の人々によって築造されたと伝えられ

ており、富士講碑などの拓本を採取する。次に香取神社所在の今井の富士塚に赴く、今井の富士塚

は上今井割菱八行講によって築造されたもので小振りな富士塚ながらその形態は富士山の山容を強

調しており、登山道の途中に「浅間大神Jの石碑がある。私たち実習生も記録カードなどを作成し、

文化財調査の一翼を担っている実感が湧いてくる。この目、私が拓本を採取したのは石碑2点である。

実習生としての本格的な作業である。私の採取した拓本は稚拙で資料としてあまり価値がないよう
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に思えたが、翌日、翻刻の際に役立つたことで決して無駄なことではなかった。

写真 10 影向のマツ 写真 11 逆井の富士塚

富士塚の調査は延べ二日間にわたって、香取神社の長島の富士塚、桑川神社の桑川の富士塚、天

祖神社の中割の富士塚の調査が行われた。(諏訪神社の平井の富士塚、浅間神杜の逆井の富士塚調査

は雨天の為順延)にわか雨と蒸し暑さと蚊のなかで行われたが、調査カードの作成や拓本の採取など

の富士塚の調査に加われたことは大変有意義な時間を得られたと思います。

実習は多岐にわたる。企画展では、小学生3年生-6年生を対象にしたイベント「じぶん定規をつ

くろうjに使用するパネルの作成から産業技術総合研究所員の解説の補助、子供達のワークシート

作成のお手伝い。イベント終了後に担当学芸員の方から子供達が「また参加したい。お兄さん、お

姉さんとても楽しかった。」と絶賛していたことを聞いて、研究員のメートル原器の解説時に退屈し

ていた表情とワークシートの作成時の生き生きとした表情を思い出した途端疲れが吹き飛んでしま

ったのである。一之江名主屋敷(北と西に屋敷林をもち、堀をめぐらした中世の武家屋敷風の構え

をもっ茅葺曲り家造りの名主屋敷。東京都指定史跡)では、朗読会「夏の怪談」にスタッフとして

参加した。対象者は子供達だけではなく大人も含まれ大勢の方が足を運んでくれたイベントである。

実習生は、主に入館者の案内から朗読会に用いる人魂の作成・操作を担当することになった。この

時ばかりは豪雨がBGMとしての効果を発揮しプラスに働いてくれたのである。朗読会終了後に子供

達の「楽しかった。また来たい。」という声を聴くと、学芸員の活動が地域の人たちの協力で成り立

ち、子供達の教育の一翼を担っていることに気づかされた。

クリーニング実習は区立清新第2中学校に所在する収蔵庫に赴き収蔵資料とその取扱い方法の説

明を受けた後、実際に収蔵前の野菜龍のクリーニング作業に従事した。洗浄後の野菜龍は現在も使

用できる程の状態で、墨書が鮮明に残っていた。

最終日の文化財見学は史跡ウオーク実踏を兼ねており、江戸川区立行船公園では、天然記念物で

あるコウノトリを飼育する自然動物園を視察し、田中源翁ゆかりの石灯篭・石田波郷句碑を調査し、

その後、旧江戸川の中州である妙見島に渡り妙見神社に参拝。新中川を遡上し水元さくら堤の松浦

の党鐘(水害や非常時に使用)などを見学した。

今回の実習において富士塚の調査では富士塚の保存・整備が遅れていること。収蔵庫の見学では

古民具などの文化財を収蔵する環境が整っていないこと。博物館学芸員の仕事量が極めて多岐・多

ワムつ中



量であることなど地域博物館が置かれている問題点を垣間見ることができた。

最後になりますが、笑習生を受け入れていただいた紅:戸川区郷土資料主誌の方々及び一緒に実習を

受けた実習生に感謝と敬意を表したいと思います。
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【２０１４年度】

No． 所在 館種 2014年度実習協力館 実習人数

1 東京 歴史 古代オリエント博物館 1

2 埼玉 郷土 飯能市郷土館 2

3 新潟 総合 上越市立総合博物館 1

No． 所在 館種 2015年度実習協力館 実習人数

1 埼玉 歴史 毛呂山町歴史民俗資料館 1

2 東京 歴史 古代オリエント博物館 1

3 山梨 歴史 山梨県立科学館 1

4 埼玉 理工 さいたま市青少年宇宙科学館 2

No． 所在 館種 2016年度実習協力館 実習人数

1 埼玉 総合 埼玉県立川の博物館 1

2 埼玉 総合 入間市博物館ALIT 1

3 埼玉 郷土 飯能市郷土館 2

4 東京 郷土 江戸川区郷土資料室 1

博物館実習協力館および受入人数一覧（過去３年間）

【２０１５年度】

【２０１６年度】



〔司書課程〕 〔学芸員課程〕 〔司書教諭課程〕

法学部 現代文化学部 法学部 ﾒﾃﾞｨｱ情報学部

法律学科 現代文化学科 法律学科 ﾒﾃﾞｨｱ情報学科

ﾒﾃﾞｨｱ情報学部 心理学部 ﾒﾃﾞｨｱ情報学部

ﾒﾃﾞｨｱ情報学科 心理学科 ﾒﾃﾞｨｱ情報学科

計２５名 計４名 計２名

２０１６年度資格課程・司書教諭課程修了者
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